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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

この演習では人間が本能的に感じる「美」「感動」といったエモーショナルな情動、情感が、実社会においてどのように分布、配置され機能
しているのかを調査研究し、その傾向と現状について考察を行います。 そして、実際に多くの人に「ステキ」と感じるものはどのように作
り上げることが可能なのか、その高度な専門性と特別なスキルに頼らない両極な手段を、思考方法から実作業を通して、プロジェクトとして
企画を立案し実現までを体験します。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 演習

授業の方法(Class
method)

創造性のある行いが機能する様子を、実在するコンテンツやサービスを例として観察、分析し、それらを模倣～
発展させ、そして独自の表現、伝達手段となり得る各種スキルを演習・実技方式で学習します。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 オリエンテーション 演習の内容・進め方について □

第2回 普遍的な「美」
1.芸術 芸術、美術という分野の成立と、それらを観る視点 □

第3回 普遍的な「美」
2.デザイン 意匠としての見た目、機能から、問題解決手段としてのデザイン □

第4回 「感動」という現象 心の揺れ動く状況を説明する、ことの検証
「ことばでつたえる」 □

第5回 各種感覚からの「美」と「感動」① 非言語的表現による表現事例の検証①
「ことばにできない」 □

第6回 各種感覚からの「美」と「感動」② 非言語的表現による表現事例の検証②
「こころはつたわる？」 □

第7回 視聴覚メディアによる表現実践
1.写真、イラスト 手作業を基本としたプリントメディアでの事例紹介 □

第8回 視聴覚メディアによる表現実践
2.デジタルデータとしての写真

デジタルデータの特性理解
ビットマップデータの編集技法 □

第9回 視聴覚メディアによる表現実践
3.デジタルデータとしてのイラスト

デジタルデータの特性理解
ベクトルデータの編集技法 □

第10回 視聴覚メディアによる表現実践
4.文字、ことばの扱い

書体を知る
タイポグラフィの基本と、見出し・コピーの扱い方 □

第11回 視聴覚メディアによる表現実践
5.映像（音声、音楽）の扱い

時間を持つメディアとしての映像の特性理解
撮影編集の基本 □

第12回 印刷データ作成① 「ステキ」調査研究レポートをデザイン冊子形式で作成 □

第13回 印刷データ作成② 「ステキ」調査研究レポートをデザイン冊子形式で作成 □

第14回 印刷データ作成③ 「ステキ」調査研究レポートをデザイン冊子形式で作成 □

第15回 印刷製本 発表、総評 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

日々の生活の中からクリエィティブ要素の考察を習慣付けし、エンターテイメント分野に関しても一消費者に留まらず、積極的にその構造や
本質を好奇心を持って知ろうと心がけてください。 各回の授業内容に沿ったクリエィティブ関連分野について調べ、ノート、テキストデー
タにまとめる。（事前学習2時間程） 配布資料、授業内容を振り返り要点をまとめた資料作成。（事後学習2時間程）



■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

興味関心を持つ分野に限らず、その魅力を言語化図像化し伝える事ができているか。 自身の持つイメージを「企画」として発表する能力を
習得できているか。 調査分析レポート、企画書の提出などで総合的に評価する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

知識・技能 ◇ 2019全学共通DP1

学びの基礎となる社会、文化、自然等に関する幅広い知識を習得しながら専門知識
を育み、それを活用することができる。
表現分野に関する基本を知ることが出来ているか
編集技法の基礎を理解し実践出来ているか

思考力・判断力・表現力 ◇ 2019全学共通DP2
基礎学力を踏まえた専門知識と自らの経験を基に、創造的に考えた上で、課題につ
いて的確に判断し、自在に表現、発信することができる。
思っていること、考えたことを言語非言語を問わず伝達する基本を身につけたか

主体性 ◆ 2019全学共通DP3
多様な人々の中で自己を理解し、主体的に他者と協働して問題を解決することがで
きる。
積極的な表現につながっているか

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

50% 30% 20%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

編集制作スキルの修得度合を評価します

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 テーマに沿った内容の資料データを各回配布します

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1

2

3

4

5


